
 お正月明けの寒さが厳しい中、熱い議論を繰り広

げた合宿でしたが、既に桜の季節となってしまいま

した。この間、県内の児童養護施設の問題に集中的

に関わり、それと関連してやはり「星の家」のこと

は私にとって大きな課題のままとなっています。過

日の運営委員会ではその総括的な議論を行いました。

以下に、それらを振り返りながら今後の「支える会」

「星の家」の方向性を探ってみたいと思います。 

 「星の家だより」や下野新聞の記事を通して多く

の方々が、星ホーム長一家はこれからどうなるのか、

「星の家」はやっていけるのかとお気持ちを寄せて

下さいました。「休暇が取れない」「将来にわたる経

済的不安」などのホーム長の訴えが会員を始め県内

の人たちの心を揺さぶったことによるものと思いま

す。「星の家」の運営に関わる経費を賄っているのは

会費、寄付金、国および栃木県からの補助金です。

これらについては大幅な変動はないものの、家裁か

らの補導委託費は家裁を通しての入居が減ると当然

減少します。この変動が実は施設運営上の大きな問

題になってきます。児童相談所からの措置に比べる

と、補導委託の場合には委託費が高額だからです。

この問題をどうクリアするかが一つの問題です。 

 次に、施設の運営形態の問題です。自立援助ホー

ムは実に多様です。社会福祉法人によるもの、NPO

法人によるもの、任意団体によるものなどです。こ

の違いが、補助金、勤務形態の問題につながってく

るわけです。連動することとして、自立援助ホーム

設立の経緯の問題があります。子どもたちの置かれ

ている苛酷な状況に対して法的保障をこえてケアし

ていこうという設立の理念があるからです。多くの

施設が施設長のこうした理念に賛同して設立されて

きていると思います。 

 こうした理念と実際の運営の問題との間に横たわ

るいくつかの課題が、実は「星の家」の今の問題だ

と言えるかと思います。誤解を恐れずに言えば、理

念を貫くか、運営上の課題解決の道を選ぶか、とい

うことになるでしょうか。 

 「青少年の自立を支える会」は「栃木方式」とも

呼ばれ、しばしばモデルケースとして取り上げらほ

どです。それは、これほど多くの会員からの会費と

寄付金、市民の賛同を得て運営されている会は、他

に例をみないからです。栃木県民の大きな財産とも

言えるものなのです。これらを今後も大切にしてい

きたいとのおもいは、関係者すべてのおもいです。

その上で、今後の運営について1年間議論と検討を

重ねていこうと考えております。総会も近いことで

す。会場でお目にかかれることを願って報告とさせ

ていただきます。 

 

１．運営委員会合宿を振り返って 
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２．運営委員会泊まり合宿に思う   理事・運営委員長 曽根 俊彦

 平成１８年１月２２日（土曜日）に多くの運営委

員参加の元に泊まり合宿が開催された。「星さんが星

の家をどう運営していきたいのか支える会が星の家

をどう支援できるのかその事を星さんにじっくり聞

けたらいい」との伊達理事長からの問題提起の後、

事務局長、ホーム長や運営委員がそれぞれの思いを

語られた。 

 主な内容をまとめて見ると、 

・全国的に、自立援助ホームが増加している中で、

自立援助ホームの質も多様化していること。 

・ボランティア組織で運営していることの限界。 

・地方自治体の財政状況が厳しい中、行政支援に期

待が出来ないこと。 

・夫婦小舎制、里親型グループホームの限界と通勤

制移行のメリット、デメリット。 

・支える会の主体を、①運動体としての支える会②

事業体としての支える会（仕事をする主体としての

考え方）③ボランティア組織としての支える会の何

処におくかの問題。 

・入居対象を何処におくか。（被虐待児の育て直しな

のか、自立の場としての住まいの提供なのか、知的

障害や精神障害等医療を必要とするような子まで対

象としていくのか）の問題。 

・後継者の問題などであった。 

・星の家を支えるために、事業体として運営してい

くのか、会員拡大を目指していくのかの問題などが

話し合われた。 

 結論のようなものは出なかったものの、方向性と

しては支える会で「星の家」を支援していくために

会員の拡大や「チャリティーコンサート」「星の家ま

つり」等へのさらなる協力、会員一人一人の星の家

の継続的支援をお願いしていくこと。単に自立援助

ホームだけの問題としてではなく県内の要保護児童

全体の問題として取り組んでいくことが確認された

のではないか。 

 今回の合宿で星さんからは「休みが保障されるこ

と」「経済的な不安がないこと」と非常に具体的な問

題提起がされた。星さんとの長い付き合いの中で、

星は個人的利害でものを言わない人だと思っている。

自立援助ホームを立ち上げる時も、冗談半分に「生

活に困ったら二人とも大型免許があるからトラック

の運転手でもするか」などと話したことを思い出す。

多くのボランティアに支えられ不安定な運営の中で、

多くの給料や休暇がもらえないだろう事をだれより

も一番知っているのは星ではないかと思っている。

ただ、今のままでは、星がホーム長を辞めた時、栃

木県の自立援助ホームの火は消えてしまうであろう

事である。後に続く人が少しでも働きやすい環境を

星さんは作ろうとしているように思えて成らない。 

 もう一つは、「星の家」も１０年目を迎え、成果や

効率が評価され始めたのかなとの思いがある。私に

とって自立援助ホームは児童養護施設対処児童の受

け皿として「星の家」が出来た時、処遇の幅が飛躍

的に拡大したことを喜んだものである。多分、児童

相談所の職員も同じ思いではなかったかと思う。今

回の合宿でも受入対象の問題や処遇の在り方が問題

となった。それはそれでよいことではあるが、自立

援助ホームというのは、「俺なんか生まれてこなけれ

ば良かった。生きていも何にも楽しいこともない」

という子どもたちに「生まれてきて良かった。生き

てい良かった」という思いをほんの一時でも感じら

れるような生き方が出来ることにあると思っている。

彼らが生活しているグラウンドは彼らが生きていく

上で経済的にも社会的にもそんなに甘い環境ではな

い、むしろ生きづらいものであると思っている。こ

のような子達に、効率や費用対効果で考えて良いの

かとの思いがある。星はそんなところを子どもたち

と向き合い、一つ一つ丁寧に実践してくれている。 

 何時も同じ終わりに成ってしまうが、私もこんな

に多くの会員にこの会が支えられるようになるとは

思わなかった。いま行政支援がこれ以上望めないの

だとしたらこの火を消さないためにももう少しの間

みんなの力で自立援助ホームを支えて行けたらと思

う。 
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 会費等の金融機関引落し導入のお知らせ 

 

本会では、会員皆様方の会費納入の利便性を考

して“会費等の金融機関引落し”を本年度から

入することになりました。従来からの郵便振込

加えて複数の納入方法を選択できるようにとの

員皆様方のご意見を反映するものです。 

なお、皆様へのご案内は本年6月頃の予定です。



３．第9回青少年の自立を支える会コンサート報告 

 第9回目を迎えたコンサートは、3月4日土曜日
午後 5時から 2000人収容の宇都宮市文化会館大ホ
ールに会場を移して開催、1200名を越えるご来場者

が訪れ、無事大成功で終了しました。 
 今回は、出演5回目と4回目になる倉沢大樹さん

（エレクトーン）と島田絵里さん（フルート）に声

楽家の浅香薫子さんをゲストにお迎えしました。 

 

 第一部は、倉沢大樹さんによるエレクトーンソロ

のカントリーロードでオープニング。続いて島田絵

里さんのフルートが加わりビリーズバウンスを軽快

にジャズ演奏。恋のバカンス、サントワミー、日本

の歌、桜（コブクロ）と続き、最後はマシュケナダ

で幕。 

 休憩の後半に星ホーム長の挨拶を経て第二部は、

ゲストの声楽家の浅香薫子さんと倉沢大樹さんとの

共演。オープニングは、浅香さんが客席ドアから現

れ、オペラ「カルメン」のハバネロを歌いながら客

席を回って壇上へ。この演出にはお客様もビック

リ！そして、もののけ姫、メモリー、ジュピター、G

線上のアリア、アメージンググレイス、タイムトゥ

セイグッバイと続き胸が熱くなることも度々、そし

て小さな世界を会場

のお子さんと一緒に

歌いエンディング。

会場は感激、感動に

浸った様子でした。 

最後は出演者に感

謝の花束贈呈。そしてアンコールの掛け声に応えて

のサラバンドの曲で幕に。 

 

今回のコンサートでは、大勢の方の募金やご寄付

などが寄せられ 14３万円もの収益を得ることが出

来ました。これもひとえに無料出演を快諾くださり

ました倉沢さん、島田さん、そして浅香さんのおか

げであります。また、実行委員を始め、後援者、エ

レクトーン輸送の日通、音響照明のハーモニー、そ

して 67 名の当日ボランティアの方々など大勢の

方々の支えがあったからこそで感謝に堪えません。

ここに改めて皆様方にお礼申し上げます。（多門）

○寄付・会費納入者 敬称略・順位不同   平成1８年1月～1８年３月まで 
 
（個人情報保護の観点から、ウェブ版では個人名は割愛させていただきます） 
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ここでは、「星の家」での出来事

して皆様には、普段の生活を想像

 ２月のあたまに、半年弱入居して

りで男の子が１人入居。３月４日に

ート」がありました。演奏家の方

大成功に終わりました！！改めて「

ます。その後、H１７年度３６５ボ

子が家を飛び出したまま帰ってこ

居。そして突然、元X JAPANの

演奏で歌をうたいに来てください

ないTOSHIさんの歌声に癒される

人ありの、「癒しのコンサート」に

４月にはスタッフとして太田黒

の活動で「星の家」に来てからずっ

来てくれる予定です！楽しみです

新シリーズ 

 

（人事動向） 
スタッフ 太田黒 ゆうこ  4月1日付

星 美帆 4月1日から1年

 

（編集後記） 
 春本番へ桜は満開！心は

そわそわ、お花見だ～ 

ところがハナはむずむず、

目はかゆ～いときた･･･ト

ホホ (-,-;） 

さて、星美帆さんが4月から「星の

ティアに・・・えぇ！？ 星ホーム長

「星の家」を築いてきた美帆さんは、

聞記事の通り、思春期にあるご自分の

情を察して、1年間の休職を取ることに

3 名の息子さんの面倒と学校、地域と

家事に専念するそうです。「星の家」は

ん、太田黒さんに新365ボラの米永麻

えた新体制で臨みます。皆さんあたた

よろしくお願いしま～す！  

なお、365 ボラの石田千織さんは、

「星の家」を去りました。1 年間ご苦

ありがとうございました。(多門) 

  
発行者/ 認定特定非営利活動法人 青少年の

発行日/ ２００６年４月１０日 

発行責任者/ 伊達悦子 

編集責任者/ 福田雅章 
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・子ども達の様子を、そのままお伝えしたいと思っています。そ

していただければと思います。 

いた女の子がお金を貯め、アパートに出ました。それと入れ替わ

は第９回青少年の自立を支える会「倉沢大樹エレクトーンコンサ

はもちろん、沢山の当日ボランティアの方々に協力していただき、

支える会」・「星の家」は大勢の人に支えられているのだなと感じ

ラの石田千織さんの「ありがとう会」がある一方で、１人の女の

なくなりました。３月の終わりには、また入れ替わりで女の子が入

ボーカルだったTOSHIさんが星の家に来ることになり、ギター

ました。聴衆１５人くらいの小さな演奏会でしたが、以前と変わら

人あり、生い立ちやX JAPANを解散した後の話などに涙する

なりました。 

ゆうこさんが来てくれました！太田黒さんは５年前に３６５ボラ

と関わってくれています。また中旬には新しい３６５ボラの方が

ね～！                     （吉井） 

春夏秋冬「星の家」

け採用 

間休職 

家」のボラン

と二人三脚で

2 月の下野新

お子さんの心

なりました。

の関わりなど

当面、吉井さ

衣子さんを加

かいご支援を

3 月１４日に

労様、そして

この記事をご覧になった３０名

わせが！公的補助金の増額が望

は会員拡大。会員お一人おひと

とが、明日の「星の家」を支え

所在地/ 321-0963 栃木県宇

電話/ 028-651-0161 FA

IP電話/ 050-3437-2401 

Eメール/ sasaeru@snow.ucat

HP/ http://www2.ucatv.ne.

自立を支える会 
3月20日下野新聞朝刊記事

近い方々から入会の問い合

めない今、本会の最重要課題

りが周囲の方に一声かけるこ

ます！是非、お力添えを！！
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